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4一般質問

立志元服式（新穂中学校）
　昔の元服になぞらえ、将来の進路について志をたてる「立志元服
式」が1月１０日、トキのむら元気館で行われました。

2定例会の主な審議事項
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一般会計に歳入歳出それ
ぞれ7億　　3,121万8,000円を追加補正（予算総額498億

8,083万3,000円）

　下水道整備区域内のうち今後７年間で下水道に接続できな
い世帯等が行う合併処理浄化槽設置に係る費用に対する補助
金であり、下水道整備との重複投資となるおそれがある。重複
投資とならないよう、下水道整備区域の見直しを早急に実施す
るよう意見をつけ、認めました。

　ＪＡ羽茂おけさ柿選果場設置改
修事業に対する補助金を増額する
ことを認めました。

3

4

佐渡市浄化槽設置補助金について

農山漁村活性化 
プロジェクト支援交付金について

　当市の下水道加入率が依然として低位の
まま推移している中で、率先して下水道に
接続すべき市職員のうち、およそ240人がい
まだに接続していない。すみやかに下水道
供用区域に居住しながら接続していない市
職員に対し、接続をうながすよう意見をつけ
ました。

　本臨時会では、佐渡クリーンセンター建設工事請負契約落札価格に係る訴訟につ
いて、一審判決を不服として控訴するための費用及び台風15号による災害復旧経費
などが計上された佐渡市一般会計補正予算案２議案を可決しました。

11月２日　第６回臨時会が開催されました。

市│民│厚│生

　「ひとり親家庭等在宅就業
支援事業」について、事業の
目的が達成できるよう具体的
に意見を述べました。また、借
地解消に向けての用地買収に
ついては、基本的なマニュア
ルを作成するように指摘をしま
した。

産│業│建│設
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◆12月定例会の主な審議事項

一般会計に歳入歳出それ
ぞれ7億　　3,121万8,000円を追加補正

平成23年12月2日～20日開催　 第7回  12月定例会 

　経済的な理由により修学困難
な者を支援し、本市の発展に貢
献する有能な人材を育成するた
めの奨学金を貸与する条例につ
いて一部修正して、認めました。

1 佐渡市奨学金貸与条例の制定について

　９月定例会において入湯
税の引下げ及び免除を求め
る陳情を採択したことにより、
平成２４年４月１日から入湯客
のうち日帰りする者にかかる
税額を１５０円から５０円に引き
下げることを認めました。

行政の
今を 見 る
常 任 委 員 会
のうごき

総│務│文│教
　重要文化的景観整備
事業における受益者分
担金徴収条例に関連し
て西三川笹川地区の現
地を視察しました。

西三川笹川地区

2 佐渡市入湯税条例の一部を 
改正する条例の制定について
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施
設
介
護
の
最
前
線
現

場
で
あ
る
特
養
の
待
機
者
が
平

成
23
年
２
月
現
在
で
4
2
6
人

と
な
っ
て
い
る
。
施
設
介
護
を

必
要
と
す
る
方
、
支
え
る
家
族

の
方
々
の
要
望
に
応
え
る
対
策

と
し
て
、
特
養
法
人
統
合
で
待

機
者
解
消
・
利
用
者
の
利
便
・

介
護
レ
ベ
ル
の
向
上
・
職
員
の

不
足
対
応
と
待
遇
改
善
・
法
人

の
強
化
に
よ
る
健
全
経
営
等
の

観
点
か
ら
も
、
市
が
関
わ
る
特

養
法
人
の
統
合
を
促
進
し
て
は

ど
う
か
。

 

今
ま
で
も
統
合
に
つ
い

て
、
法
人
を
説
得
し
て
き
た
。

進
ま
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ

る
。
人
材
の
確
保
、
基
盤
の
安

定
で
、
こ
れ
か
ら
も
経
営
理
念

を
し
っ
か
り
し
、
市
民
福
祉
を

支
え
る
組
織
体
に
な
る
よ
う
法

人
統
合
を
支
え
て
い
き
た
い
。

高
齢
福
祉
課
長 
平
成
20
年
度
か

ら
特
養
関
係
者
と
意
見
交
換

会
、
先
進
地
視
察
、
合
同
研
修

会
等
で
市
全
体
の
将
来
を
見
す

え
た
統
合
構
想
の
必
要
性
を
指

導
し
て
い
る
。
今
年
度
に
入
っ

て
の
施
設
長
会
議
で
、
統
合
目

標
を
決
め
る
べ
き
と
、
第
一
次

と
し
て
平
成
25
年
４
月
１
日
、

第
二
次
と
し
て
平
成
27
年
４
月

１
日
を
め
ど
に
定
期
的
に
会
議

を
積
み
重
ね
、
メ
リ
ッ
ト
等
を

検
討
す
る
よ
う
今
後
も
促
進

し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

 

公
共
団
体
等
で
統
合
が

な
さ
れ
た
成
果
は
。

観
光
商
工
課
長 

観
光
協
会
の
統

合
は
平
成
18
年
４
月
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
実
現
し
た
。
任
意

団
体
か
ら
社
団
法
人
と
し
て
組

織
強
化
が
な
さ
れ
、
観
光
産
業

の
振
興
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

社
会
福
祉
課
長 

社
会
福
祉
法
第

1
0
9
条
（
※
）

適
用
で
、
未
調

整
の
ま
ま
統
合
は
進
め
ら
れ

た
。
総
合
的
な
地
域
福
祉
支
援

体
制
が
確
立
さ
れ
、
職
員
の
人

事
交
流
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
専
門
的
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
市
民
に
提
供
が
で
き
て
い

る
。

※�

社
会
福
祉
法
第
1
0
9
条
と
は
…

市
町
村
に
社
会
福
祉
協
議
会
は
一

団
体 

特
養
待
機
者
で
緊
急
性

の
あ
る
方
々
を
ど
う
と
ら
え
て

い
る
の
か
。

高
齢
福
祉
課
長 

特
養
待
機
者

4
2
6
人
中
、
在
宅
と
入
院
あ

わ
せ
て
要
介
護
度
４
と
５
の

1
8
1
人
に
つ
い
て
緊
急
性
が

あ
り
、
待
機
者
全
体
の
約
４
割

と
と
ら
え
て
い
る
。

 

介
護
度
が
２
、
３
で
も

施
設
対
応
を
求
め
る
方
々
が
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

 

待
機
者
解
消
に
は
、
市

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業

計
画
の
第
四
期
計
画
を
さ
ら
に

進
め
、
市
民
要
望
に
こ
た
え
た

い
。

12月定例会では19人の議員が登壇し、市の考えをただしました。
一般質問での答弁要旨を各議員からの寄稿で掲載しています。

  

金
　
子
　
克
　
己
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❹
…

　
◆
市
が
関
わ
る
特
養
法
人
の
統
合
は
待
機
者
解
消
に

  

松
　
本
　
正
　
勝
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❺
…

　
◆
新
造
船
の
基
本
設
計
に
つ
い
て
透
明
性
に
問
題
は
な
い
か

  

田
　
中
　
文
　
夫
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❺

　
◆
超
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
佐
渡
市
の
仕
組
み
づ
く
り

  

根
　
岸
　
勇
　
雄
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❻

　
◆
行
政
改
革
に
つ
い
て

  

猪
　
股
　
文
　
彦
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❻
…

　
◆
佐
渡
空
港
は
ど
う
な
る
の
か
合
併
後
８
年
間
の
結
果
責
任
を
問
う

  

若
　
林
　
直
　
樹
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❼
…

　
◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
応
で
き
る
農
業
政
策
が
必
要
だ

  

中
　
川
　
直
　
美
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❼
…

　
◆
原
発
か
ら
市
民
を
守
り
、深
刻
な
く
ら
し
を
大
切
に
す
る
市
政
へ

  
小
　
田
　
純
　
一
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❽
…

　
◆
今
後
の
市
民
病
院
の
経
営
形
態
は

  

祝
　
　
　
優
　
雄
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❽
…

　
◆
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
勝
ち
取
っ
た
成
果

  

村
　
川
　
四
　
郎
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❾
…

　
◆
先
人
歴
史
記
念
館
、
人
間
国
宝
館
施
設
を

  

岩
　
𥔎
　
隆
　
寿
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❾
…

　
◆
応
急
危
険
度
判
定
に
つ
い
て

  

廣
　
瀬
　
　
　
擁
　
議
員  
……
…
…
…
…
…
…
❿
…

　
◆
人
口
減
少
か
ら
の
諸
問
題
、就
労
人
口
と
消
費
増
加
策
は

  

加
　
賀
　
博
　
昭
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❿
…

　
◆
拓
く
64
号
の
佐
渡
空
港
陳
情
の
ね
つ
造
記
事
を
正
す

  

大
　
桃
　
一
　
浩
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓫
…

　
◆
職
員
の
意
識
向
上
を
図
れ

  

金
　
田
　
淳
　
一
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓫
…

　
◆
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
設
立
を
求
め
る

  

本
　
間
　
千
佳
子
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓬
…

　
◆�

空
き
家
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

  

小
　
杉
　
邦
　
男
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓬
…

　
◆
原
発
事
故
で
の
放
射
能
被
曝
線
量
把
握
に
万
全
を
期
せ

  

中
　
村
　
良
　
夫
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓭
…

　
◆�

公
民
館・集
落
セ
ン
タ
ー
の
改
修
助
成「
大
好
評
」で
継
続
へ

  

近
　
藤
　
和
　
義
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓭
…

　
◆
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
実
現
「
社
協
」は
佐
渡
に
必
要
な
法
人

一
　
般
　
質
　
問

金
子
　
克
己
　
議
員

市
が
関
わ
る
特
養
法
人
の

　
　
　
　
統
合
は
待
機
者
解
消
に


